
 

 

 

 

 

 

 

 

『やせいのママ』 え 481 ハ 

フィリップ・バンティング 作 

堀江里美 訳 

 

『「ぼくのおかあさん」 

    ２ねん１くみ すぎしたげんき』 

川之上英子・健 文     え 913 オ 

大島妙子 絵     

 

『ぎゅっ』 え 933 オ 

ジェズ・オールバラ 作・絵 

 

『うちのおかあちゃん』 え 913 コ 

小手鞠るい 作  こしだミカ 絵      

三味線をひくのがうまい。口がわるい。 

ほとんど目が見えないのに、ひとりで 

どこへでも出かけていく、たくましい 

おかあちゃん。ある朝、おかあちゃんの 

へやから、泣き声がきこえてきます。 

 

『いっしょに いてね』 え 953 ヒ 

ポリーヌ・ドゥラブロワ=アラール 作   

ＨｉｆｕＭｉｙｏ 絵  山口羊子 訳 

朝、ママはかわいい足おとで目が 

さめます。一日のはじまりは、むすめの 

サラとのじゃれあいっこではじまり…。   

ママとサラのなにげない一日が 

それぞれの目線でえがかれています。 

 

 

『星明かり』 児 913 ク 

熊谷千世子 作   

宮尾和孝 絵 

 

『かえるのエルの 

      お母さんになりたい！』  

乗松葉子 作       児 913 ノ 

おおでゆかこ 絵 

 

『おかあさん だいすき』 児 933 フ 

光吉夏弥 訳・編 

 

『鮎はママの子』 児 913 イ 

石井睦美 作  網中いづる 絵 

三年生になった鮎は、なかよしの 

みなちゃんと同じクラスになって、 

おおよろこび。ある日、学校で「わたし」 

という宿題を出された鮎は、ママに自分が 

生まれたときの体重や身長をたずねます。 

 

『わたしのおかあさんは世界一びじん』 児 933 ラ 

ベッキー・ライアー 文  光吉郁子 訳 

ルース・ガネット 絵 

むぎばたけで ねむってしまい、まいごに 

なった ワーリャ。おかあさんを さがすため 

「わたしの おかあさんは、世界一 びじん」 

という ワーリャの ことばを てがかりに、 

むらじゅうから びじんの おかあさんが あつめられますが…。

 

  

 

 

 

 

 

  

おはなし会 

展示ホール 

おかあさんが 

でてくる本 

じどうしつだより   5月号    №482 

阿久比町立図書館   48-6231   2026.5.1(金) 

土・日・しゅく日 

ごご ２：３０～ 

５月１０日、母の日は、いつもありがとうとおかあさんにつたえる日。 

本の中のこどもたちも、みんなおかあさんがだいすきなんです。 

5/5(火)  

10：00～15：00 

ふれあいの森 

 

青空図書館 

※状況により中止する場合が 

あります。 

 

 

阿久比写友会写真展 
 

4/22(水)～5/6(水) 
 

メディコ阿久比 第 27 回 

おじいさんおばあさんが 

描いた書いた展 
 

5/9(土)～5/26(火) 
 

阿久比みずゑの会水彩画展 

5/30(土)～6/14(日) 

 

 



 

 

 

『おなかを みせて！』 え 481 シ 

島津和子 作 

てんとうむしの おなか、みたことある？ 

ぴかぴかひかる、タマムシなどの 

むしたちは おなかも ぴかぴかかな？ 

こんちゅうや、かえる、ざりがになどの、 

あまりみたことがない、“おなか”をしょうかいします。 

 

『ネコは 天気を あてられる？』 え 645 タ 

かんちくたかこ 文  高橋和枝 絵 

坂﨑希実 原案 

「ネコが 顔を あらうと 雨が ふる」と 

おばあちゃんが おしえてくれた。 

ネコの ふくを かんさつして、ネコが 

天気を あてられるか しらべてみよう。 

 

『じんせいさいしょの ＡＢＣ』 え S831 オ 

おおのたろう 著 

Ａは、Ａｎｔ（あり）をみつけるおとこのこ。 

Ｂは、Ｂｏｘ（はこ）にはいるおんなのこ。 

ＡからＺまで、こどもの かわいらしい 

こうどうの イラストを みながら、 

ＡＢＣを おぼえよう！   

 

『コット、はじめてのドライブ』 え 913 ア 

阿部結 著 

ちいさな おんなのこ、コットは 

おとうさんと はじめてのドライブに 

いきます。おとうさんは、コットの 

めにうつるもののことを、ひとつひとつ 

ていねいに おしえてくれます。 

 

『よくばりワシカ』 え 989 ヒ 

内田莉莎子 再話  平出衛 画 

もりで おいしい ごちそうを さがして 

いた ねこの ワシカは、とりの すの 

なかに たまごを ふたつ みつけました。 

ふたつでは おなかが ふくれないからと 

さらに たまごが うみおとされるのを 

まつことに。ワシカは ごちそうに ありつけたのでしょうか？ 

 

 

『空から見る 日本の名所えほん』 児 291 ヒ 

ＰＨＰ研究所 編  黒澤達矢 イラスト  

函館や、白川郷、姫路城、屋久島などの 

世界遺産や観光名所をめぐってみよう！ 

鳥瞰図という、空を飛ぶ鳥の目から 

見たように、建物や地形が立体的に 

えがかれたイラストで紹介します。 

 

『イチからつくる 蚊とり線香』 児 619 ユ 

湯澤規子・飯尾裕光 編  赤池佳江子 絵 

自然豊かなハルちゃんの家にお泊まりする 

ことになったノブくん。楽しく遊んでいると、 

どこからかやぶ蚊がやってきて刺されて 

しまいました。そこで２人は蚊とり線香に 

興味を持ち、つくってみたいと思い…。 

 

『どうぶつたちの音楽会』 児 763 ケ 

オレ・コネッケ 絵・文  ハンス・コネッケ 作曲 

廣瀬由衣 訳 

ギターやピアノ、テルミンやリュート…。 

人気のある有名な楽器から、あまり 

知られていない楽器まで、どうぶつたちが 

お気に入りの楽器を紹介します。 

 

『バベルの教室』 児 913 イ 

乾ルカ 著 

６年１組のクラスメイトたちは、授業中でも 

好き勝手に過ごしていた。夏休み前の 

ある日、突然、担任の五十嵐先生に 

「バベルの呪い」をかけられ、６年１組の 

２４人はお互いの言葉が通じなくなってしまい…。 

 

『こぐまたんていアイビー』 児 933 リ 

クリスティーナ・リッテン 著       

前田まゆみ 訳 

１００年に一度だけ花がさく、ベアロナラン。 

そんな世にもめずらしい花が行方不明に！ 

こぐまたんていアイビーは、名たんていの 

おじいちゃんといっしょに、行方不明の花を 

そうさすることに。みんなもいっしょにナゾをといてみよう。 

あたらしい本 


